
- 7 - 
 

｜
教
学
入
門
｜
【
１
】
法
華
経 

① 

万
人
の
成
仏
の
経
典 

次
に
記
述
さ
れ
て
い
る
内
容
に
関
し
て
、
本
文
の
カ
ッ
コ
内
に
適
切
な
言
葉
を
語
群
か
ら
選
ん
で
埋
め
な
さ
い
。 

 

釈
尊
と
法
華
経 

仏
教
の
創
始
者
は
（ 

釈
尊 
） 

で
あ
る
。 

釈
尊
の
教
え
の
精
髄
が
「
経
の
王
」
と
讃
え
ら
れ
る
（ 

法
華
経 

）
で
あ
る
。 

法
華
経
は
、
釈
尊
の
本
意
で
あ
る
「
万
人
の
（ 

成
仏 

）」
を
実
現
す
る
最
も
根
本
の
教
え
を
説
い
た
経
典
で
す
。 

釈
尊
の
願
い
は
、
一
切
衆
生
を
自
分
と
同
じ
境
涯
に
高
め
た
い
。
こ
れ
を
（ 

如
我
等
無
異 

）
と
い
う
。 

 

釈
尊
の
願
い 

（ 

生
老
病
死 

）
と
い
う
人
間
の
根
本
的
な
苦
悩
か
ら
ど
う
す
れ
ば
人
々
を
救
え
る
か
？ 

宇
宙
と
生
命
を
貫
く
根
源
の
法
で
あ
る
（ 

妙
法 

） 

が
全
て
の
人
の
胸
中
に
具
わ
っ
て
い
る
。 

（ 

一
切
衆
生 

）
が
自
身
の
内
な
る
法
に
目
覚
め
る
こ
と
で
、（ 

生
老
病
死 

）
の
苦
悩
を
乗
り
越
え
、 

（ 

絶
対 

）
的
幸
福
境
涯
を
確
立
で
き
る
。 

 

法
華
経
流
布
の
歴
史 

イ
ン
ド
で
は
（ 

竜
樹 

）・
天
親
が
法
華
経
の
精
神
を
踏
ま
え
た
優
れ
た
論
書
を
作
成
。
そ
の
後
中
国
で
は
、 

（ 

鳩
摩
羅
什 

）
が
「
妙
法
蓮
華
経
」
と
し
て
漢
訳
し
広
く
流
布
し
た
。 

さ
ら
に
中
国
の
（ 

天
台
大
師 

）・（ 

妙
楽
大
師 

）、
日
本
の
（ 

伝
教
大
師 

）
が
法
華
経
に
基
づ
く
実
践
を

流
布
。
そ
し
て
法
華
経
の
思
想
と
実
践
が
発
展
的
に
継
承
さ
れ
、
日
蓮
大
聖
人
の
仏
法
に
結
実
し
た
。 

（ 

創
価
学
会
・
Ｓ
Ｇ
Ｉ 

）
は
、
仏
法
の
正
統
を
継
承
し
法
華
経
に
依
拠
し
て
人
間
主
義
の
根
本
精
神
を
現
代
に

展
開
し
て
い
る
。 

 

普
遍
的
な
法
華
経 

正
法
時
代
の
法
華
経
は
、
釈
尊
の
（ 

法
華
経
二
十
八
品 

） 

像
法
時
代
の
法
華
経
は
、
天
台
大
師
の
（ 

摩
訶
止
観 

） 

末
法
の
法
華
経
は
、
日
蓮
大
聖
人
の
（ 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

）
で
あ
る
。 

こ
の
３
つ
を
あ
わ
せ
て 

（ 

三
種
の
法
華
経 

）
と
呼
ぶ
。 

   

釈
尊 

 

天
台
大
師 

 

妙
楽
大
師 

 

伝
教
大
師 

 

生
老
病
死 

 

相
対 

 

絶
対 

 

竜
樹 

 

法
華
経
二
十
八
品 

 

摩
訶
止
観 

 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

 

生
老
病
死 

 

貧
困 

 

鳩
摩
羅
什 

 

法
華
経 

 

三
種
の
法
華
経 

 

如
我
等
無
異 

 

創
価
学
会
・
Ｓ
Ｇ
Ｉ 

 

日
顕
宗 

 

成
仏 

 

一
切
衆
生 
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② 
法
華
経
の
あ
ら
す
じ
と
構
成 

次
に
記
述
さ
れ
て
い
る
内
容
に
関
し
て
、
本
文
の
カ
ッ
コ
内
に
適
切
な
言
葉
を
語
群
か
ら
選
ん
で
埋
め
な
さ
い
。 

 

【
全
体
】 

法
華
経
は
８
巻
（ 

２
８
品 

）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

 

（ 

天
台
大
師 

）
は
、
前
半
１
４
品
を
（ 

迹
門 

）、
後
半
１
４
品
を
（ 

本
門 

）
に
分
類
し
た
。 

説
法
は
説
か
れ
た
場
所
と
回
数
か
ら
（ 

二
処
三
会 

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

従
地
涌
出
品
第
１
５
か
ら
嘱
累
品
第
２
２
ま
で
を
説
法
の
場
所
か
ら
（ 

虚
空
会 

）
を
呼
び
、
そ
れ
以
前
と
以
後
の

説
法
は
（ 

霊
鷲
山 

）
で
行
な
わ
れ
た
。
空
中
に
浮
か
び
上
が
っ
て
行
わ
れ
る
（ 

虚
空
会 

）
の
儀
式
は
、 

（ 

地
涌
の
菩
薩 

）
に
（ 

末
法 

）
の
時
代
の
法
華
経
弘
通
を
託
す
儀
式
で
あ
る
。 

 

【
迹
門
】 

迹
門
の
中
心
法
理
は
、
方
便
品
第
２
で
説
か
れ
た
（ 

諸
法
実
相 

）
で
あ
る
。
ま
た
譬
喩
品
第
３
か
ら
人
記
品
第
９

で
強
調
さ
れ
る
の
が
（ 

二
乗
作
仏 

）
で
あ
る
。
法
華
経
以
外
の
三
乗
が
悟
り
を
得
る
た
め
の
教
え
は
、 

法
華
経
で
明
か
さ
れ
る
成
仏
の
た
め
の
方
便
で
あ
っ
た
と
明
か
さ
れ
る
。
こ
れ
を
（ 

開
三
顕
一 

）
と
言
う
。 

法
師
品
第
１
０
以
降
で
、
末
法
に
お
い
て
誰
が
法
華
経
を
弘
通
す
る
の
か
と
い
う
テ
ー
マ
が
問
い
か
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、

見
宝
塔
品
第
１
１
で
、
巨
大
な
（ 

宝
塔 

）
が
出
現
し
、（ 

多
宝
如
来 
）
が
「
釈
尊
の
法
華
経
の
説
法
は
真
実
で

あ
る
」
と
証
明
す
る
。（ 

六
難
九
易 

）
を
説
い
て
末
法
に
法
華
経
を
弘
通
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
示
し
、
釈
尊
滅
後

の
弘
通
を
菩
薩
た
ち
に
勧
め
る
。 

提
婆
達
多
品
第
１
２
で
は
提
婆
達
多
の
成
仏
と
竜
女
の
成
仏
が
説
か
れ
、
（ 

悪
人
成
仏 
）
と
（ 

女
人
成
仏 

）
が

明
か
さ
れ
る
。 

勧
持
品
第
１
３
で
は
、
悪
世
で
法
華
経
の
行
者
を
迫
害
す
る
（ 

三
類
の
強
敵 

）
を
乗
り
越
え
て
弘
教
す
る
こ
と
を

菩
薩
達
が
誓
い
ま
す
が
、
従
地
涌
出
品
第
１
５
で
釈
尊
は
滅
度
弘
通
の
真
の
主
体
者
と
し
て
（ 

地
涌
の
菩
薩 

）
を

大
地
の
底
か
ら
召
し
出
し
ま
す
。 

 

【
本
門
】 

如
来
寿
量
品
第
１
６
で
、
始
成
正
覚
の
立
場
は
仮
の
教
え
で
あ
り
、
（ 

久
遠
実
成 

）
と
真
実
の
仏
の
境
地
を
明
ら
か

に
す
る
。
こ
れ
を
（ 

開
近
顕
遠 

）
と
言
う
。 

常
不
軽
菩
薩
品
第
２
０
で
は
釈
尊
自
身
が
過
去
世
で
（ 

不
軽
菩
薩 

）
と
し
て
弘
教
し
成
仏
し
た
と
明
か
す
。 

如
来
神
力
品
第
２
１
で
、
上
行
菩
薩
を
は
じ
め
と
す
る
（ 

地
涌
の
菩
薩 

）
が
釈
尊
滅
度
の
弘
通
を
誓
願
し
、
釈
尊

は
上
行
菩
薩
達
に
法
華
経
の
肝
要
を
付
嘱
し
、
未
来
の
弘
教
を
託
す
。 

薬
王
品
第
２
３
で
は
、
後
五
百
歳
に
閻
浮
提
に
法
華
経
を
（ 

広
宣
流
布 

）
す
る
よ
う
促
さ
れ
る
。 

続
く
各
品
で
諸
天
善
神
が
法
華
経
の
行
者
を
守
護
す
る
こ
と
を
誓
い
、（ 

当
起
遠
迎
、
当
如
敬
仏 

）
の
言
葉
で
法
華

経
の
説
法
が
締
め
く
く
ら
れ
る
。 

  

当
起
遠
迎
、
当
如
敬
仏 

 

広
宣
流
布 

 

地
涌
の
菩
薩 

 

上
行
菩
薩 

 

三
類
の
強
敵 

 

三
障
四
魔 

 

宝
塔 
 

霊
鷲
山 

 

本
門 

 

迹
門 

 

虚
空
会 

 

二
処
三
会 

 

開
三
顕
一 

 

悪
人
成
仏 

 

女
人
成
仏 

 

六
難
九
易 

 

変
毒
為
薬 

 

二
乗
作
仏 

 

末
法 

正
法 

像
法 

 

諸
法
実
相 

 

開
近
顕
遠 

 

不
軽
菩
薩 

 

二
十
八
品 

 

多
宝
如
来 

 

天
台
大
師 

 

久
遠
実
成 
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③ 
諸
法
実
相
と
久
遠
実
成 

次
に
記
述
さ
れ
て
い
る
内
容
に
関
し
て
、
本
文
の
カ
ッ
コ
内
に
適
切
な
言
葉
を
語
群
か
ら
選
ん
で
埋
め
な
さ
い
。 

 

万
人
成
仏
の
原
理 
諸
法
実
相 

法
華
経
迹
門
の
中
心
的
法
理
は
、（ 

諸
法
実
相 

）
と
（ 

二
乗
作
仏 

） 

で
あ
る
。 

諸
法
と
は
現
実
社
会
で
様
々
な
姿
で
現
れ
る
す
べ
て
の
（ 

現
象 

）
で
あ
り
、
実
相
と
は
究
極
の
（ 

真
実 

）
の
こ

と
で
あ
る
。
生
命
論
か
ら
見
れ
ば
、
諸
法
は
地
獄
か
ら
仏
界
ま
で
の
（ 

十
界 

）
の
依
正
で
あ
り
、
実
相
と
は
妙
法

蓮
華
経
の
当
体
で
あ
る
。 

諸
法
は
す
べ
て
（ 

十
如
是 

）
の
姿
を
と
っ
て
お
り
、
諸
法
は
そ
の
ま
ま
（ 

実
相 

）
の
現

れ
で
あ
り
、
実
相
か
ら
離
れ
て
存
在
し
な
い
。 

諸
法
実
相
抄
で
は
『
下
（ 

地
獄 

）
よ
り
上
（ 
仏 

）
界
ま
で
の
十
界
の 

依
正
の
当
体
・
悉
く
一
界
も
の
こ
さ
ず

（ 

妙
法
蓮
華
経 

）
の
す
が
た
な
り
』
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

自
身
と
等
し
い
仏
の
境
涯
に
到
達
さ
せ
る
と
い
う
（ 
如
我
等
無
異 

）
こ
そ
、
仏
の
根
本
の
願
い
（
出
世
の
本
懐
）

で
あ
り
、
仏
法
の
根
本
目
的
で
あ
る
。 

こ
の
法
理
に
よ
っ
て
、
十
界
の
衆
生
は
す
べ
て
（ 

妙
法
蓮
華
経 
）
の
当
体
と
し
て
平
等
で
あ
る
と
い
う
原
理
が
明
確

に
な
り
、
結
果
的
に
今
ま
で
成
仏
で
き
な
い
と
さ
れ
て
き
た
（ 

二
乗 
）
や
（ 

女
人 

）、（ 

悪
人 

）
の
成
仏
が
明
か

さ
れ
た
。 

 

永
遠
の
仏 

久
遠
実
成 

法
華
経
本
門
の
中
心
的
法
理
は
、
（ 

如
来
寿
量
品 

）
第
１
６
で
説
か
れ
て
い
る
（ 
久
遠
実
成 

）
で
あ
る
。 

釈
尊
が
今
世
で
初
め
て
成
仏
し
た
と
い
う
（ 

始
成
正
覚 

）
の
考
え
を
打
ち
破
り
、
実
は
（ 
久
遠 

）
の
昔
に
成
仏

し
て
已
来
こ
の
世
界
に
常
住
し
て
き
た
（ 

仏 

）
で
あ
る
と
明
か
し
た
。
こ
の
立
場
を
（ 

久
遠
実
成 

）
と
い
う
。 

 

久
遠
実
成
で
あ
る
釈
尊
は
、
仏
に
な
っ
た
今
も
な
お
（ 

菩
薩 

）
道
を
実
践
し
て
い
る
と
示
す
。
寿
命
は
永
続
す
る

が
方
便
と
し
て
入
滅
す
る
（ 

方
便
現
涅
槃 

）
を
説
く
。
入
滅
し
て
も
仏
の
生
命
は
凡
夫
の
住
む
娑
婆
世
界
に
常
住

し
て
お
り
仏
道
修
行
に
励
む
な
ら
ば
い
つ
で
も
仏
の
住
む
世
界
に
変
わ
る
と
説
い
た
。
こ
れ
を
（ 

娑
婆
即
寂
光 
）

と
言
う
。 

こ
の
説
法
の
意
味
は
、
仏
と
は
、「
仏
に
な
っ
て
か
ら
も
（ 

十
界 

）
の
生
命
を
備
え
、
十
界
す
べ
て
を
総
動
員
し
て

民
衆
救
済
の
慈
悲
の
実
践
を
続
け
る
」
こ
と
を
現
し
て
お
り
、（ 

仏 

）
界
の
生
命
は
常
住
で
あ
り
、
九
界
の
生
命
も
常

住
で
あ
る
が
ゆ
え
に
（ 

十
界 

）
互
具
が
成
立
す
る
。
久
遠
の
過
去
か
ら
未
来
永
劫
に
誰
も
が
仏
で
あ
る
と
い
う
生

命
の
真
実
を
明
か
し
た
の
が
（ 

久
遠
実
成 

）
の
方
理
で
あ
る
。 

   

十
界 

 

地
獄 

 

仏 
 

菩
薩 

 

仏
界 

 

娑
婆
即
寂
光 

 

久
遠
実
成 

 

始
成
正
覚 

 

二
乗 

 

女
人 

 

十
如
是 

 

妙
法
蓮
華
経 

 

現
象 

 

真
実 

 

成
仏 

 

諸
法 

 

実
相 

 

諸
法
実
相 

 

如
来
寿
量
品 

 

如
我
等
無
異 

 

久
遠 

 

方
便
現
涅
槃 

 

方
便
品 

 

二
乗
作
仏 

 

出
世
の
本
懐 

 

悪
人 
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④ 

地
涌
の
菩
薩 

次
に
記
述
さ
れ
て
い
る
内
容
に
関
し
て
、
本
文
の
カ
ッ
コ
内
に
適
切
な
言
葉
を
語
群
か
ら
選
ん
で
埋
め
な
さ
い
。 

 

釈
尊
滅
後
の
法
華
経
弘
通
の
た
め
に
大
地
の
底
か
ら
呼
び
出
し
た
無
数
の
菩
薩
を
（ 

地
涌
の
菩
薩 

）
と
い
う
。 

こ
の
菩
薩
は
（ 

従
地
涌
出
品 

）
第
１
５
で
明
か
さ
れ
る
。 

そ
の
数
は
六
万
恒
河
沙
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
無
数
の
眷
属
を
率
い
て
い
た
。
彼
ら
は
成
仏
の
た
め
の
根
源
の
法
を 

す
で
に
受
持
し
て
い
る
。
説
法
を
行
っ
て
い
る
（ 

釈
尊 

）
と
同
じ
境
涯
を
持
ち
な
が
ら
、（ 

凡
夫 

）
の
姿
で 

悪
世
（ 

末
法 

）
の
時
代
に
妙
法
を
（ 

広
宣
流
布 

）
し
て
い
く
使
命
を
帯
び
て
い
る
。 

地
涌
の
菩
薩
を
率
い
る
四
人
の
導
師
（
リ
ー
ダ
ー
）
は
（ 

上
行
菩
薩 

）（ 

無
辺
行
菩
薩 

）（ 

浄
行
菩
薩 

）

（ 

安
立
行
菩
薩 

）
で
あ
る
。
日
蓮
大
聖
人
は
（ 

上
行
菩
薩 

）
に
あ
た
る
。 

諸
法
実
相
抄
で
『
い
か
に
も
今
度
・
信
心
を
い
た
し
て
（ 

法
華
経 

）
の
行
者
に
て
と
を
り
（ 

日
蓮 

）
が
一
門

と
な
り
と
を
し
給
う
べ
し
、（ 

日
蓮 

）
と
同
意
な
ら
ば
（ 

地
涌
の
菩
薩 

）
た
ら
ん
か
、
地
涌
の
菩
薩
に
さ
だ
ま

り
な
ば
（ 

釈
尊 

）
久
遠
の
弟
子
た
る
事
あ
に
疑
は
ん
や
』
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

現
代
に
お
い
て
（ 

日
蓮
大
聖
人 

）
の
教
え
を
信
受
し
、（ 
広
宣
流
布 

）
に
励
む
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
こ
そ
が

（ 

地
涌
の
菩
薩 

）
で
あ
り
、
日
蓮
大
聖
人
の
真
の
弟
子
で
あ
る
。 

  

従
地
涌
出
品 

 

方
便
品 

 

如
来
寿
量
品 

 

釈
尊 

 

日
蓮
大
聖
人 

 

地
涌
の
菩
薩 

 

上
行
菩
薩 

 

 

無
辺
行
菩
薩 

 

浄
行
菩
薩 

 

安
立
行
菩
薩 

 

日
蓮 

 

法
華
経 

 
南
無
妙
法
蓮
華
経 
 

広
宣
流
布 

 

末
法 

 

像
法 

 

正
法 

 

凡
夫 

 
 

  

⑤ 

不
軽
菩
薩 

次
に
記
述
さ
れ
て
い
る
内
容
に
関
し
て
、
本
文
の
カ
ッ
コ
内
に
適
切
な
言
葉
を
次
頁
の
語
群
か
ら
選
ん
で
埋
め
な
さ
い
。 

 

常
不
軽
品
第
２
０
で
説
か
れ
る
（ 

不
軽
菩
薩 

）
の
実
践
は
、
釈
尊
滅
後
の
悪
世
に
お
い
て
正
法
を
弘
通
す
る
実
践

の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。 

不
軽
菩
薩
は
（ 

釈
尊 

）
の
過
去
世
の
姿
で
あ
り
、「
万
人
の
（ 

生
命 

）
に
は
（ 

仏
性 

）
が
内
在
し
て
い
る

か
ら
、
す
べ
て
の
人
の
生
命
を
（ 

敬
う 

）
の
だ
」
と
、（ 

二
十
四
文
字
の
法
華
経 

）
を
説
い
た
。 

不
軽
菩
薩
は
、（ 

増
上
慢 

）
の
人
達
に
杖
で
打
ち
付
け
ら
れ
、
石
を
投
げ
つ
け
ら
れ
な
が
ら
も
（ 

礼
拝
行 

）
を

貫
き
通
し
て
（ 

仏 

）
に
な
っ
た
。 

そ
の
内
容
は
『
我
れ
は
深
く
汝
等
を
敬
い
、
敢
て
（ 

軽
慢 

）
せ
ず
。
所
以
は
何
ん
、
汝
等
は
皆
な
（ 

菩
薩 

）

の
道
を
行
じ
て
、
当
に
（ 

作
仏 

 

）
す
る
こ
と
を
得
べ
し
』
で
あ
る
。 

悪
世
（ 

末
法 

）
は
争
い
の
時
代
で
あ
る
。
争
い
の
時
代
の
変
革
は
、
自
他
の
仏
性
を
信
じ
て
、（ 

人
を
敬
う 

）

行
動
を
続
け
る
し
か
な
い
。（ 

人
を
敬
う 

）
と
い
う
人
間
と
し
て
最
高
の
（ 

振
る
舞
い 

）
を
説
き
、 

万
人
が
同
じ
実
践
を
貫
く
よ
う
教
え
た
の
が
仏
教
で
あ
る
。 

日
蓮
大
聖
人
は
人
の
振
る
舞
い
に
つ
い
て
、
『
一
代
の
肝
心
は
（ 

法
華
経 

）
・
法
華
経
の
修
行
の
肝
心
は
不
軽
品
に

候
な
り
、（ 

不
軽
菩
薩 

）
の
人
を
敬
い
し
は
・
い
か
な
る
事
ぞ
、
教
主
（ 

釈
尊 

）
の
出
世
の
本
懐
は 

（ 

人
の
振
舞 

）
に
て
候
け
る
ぞ
、
穴
賢
・
穴
賢
、（ 

賢
き 

）
を
人
と
云
い
は
か
な
き
を
（ 

畜 

）
と
い
ふ
』

と
言
わ
れ
て
い
る
。 
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不
軽
菩
薩 

 

釈
尊 

 

生
命 

 

軽
慢 

 

作
仏 

 

成
仏 

 

正
法 

 

像
法 

 

末
法 

 
 

仏
性 

 

地
獄 

 

仏 
 

菩
薩 

 

増
上
慢 

 

権
力
者 

 

法
華
経 

 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

 
 

人
の
振
舞 

 

振
る
舞
い 

広
宣
流
布 

 

賢
き 

 

愚
か 

 

人 
 

畜 
 

礼
拝
行 

 

敬
う 

 
 

二
十
四
文
字
の
法
華
経 

 

人
を
敬
う 

 

自
己
を
主
張
す
る 

 

他
者
に
勝
つ 

 

仏
教 

 

不
軽
品 

  

※
次
に
書
か
れ
た
出
来
事
や
言
葉
に
つ
い
て
、
上
下
で
関
連
の
深
い
も
の
を
線
で
結
ん
で
下
さ
い
。 

 

① 

方
便
品
第
２ 

 

・ 
 

・ 

閻
浮
提
広
宣
流
布 

② 

見
宝
塔
品
第
１
１ 

 

・ 
 

・ 

二
十
四
文
字
の
法
華
経 

③ 

提
婆
達
多
品
第
１
２  

・ 
 

・ 
久
遠
実
成 

④ 

勧
持
品
第
１
３ 

 

・ 
 

・ 

六
難
九
易 

⑤ 

従
地
涌
出
品
第
１
５  

・ 
 

・ 

悪
人
成
仏
と
女
人
成
仏 

⑥ 

如
来
寿
量
品
第
１
６  

・ 
 

・ 

諸
法
実
相 

⑦ 

常
不
軽
菩
薩
品
第
２
１
・ 

 

・ 

三
類
の
強
敵 

⑧ 

薬
王
菩
薩
品
第
２
３  

・ 
 

・ 

地
涌
の
菩
薩 

 


